
 

 

 

 

 
 
  

 

 

 

児童生徒に安心して観察・実験に取り組ませ、楽しい理科授業をすることができているでしょう

か。理科実験では、丁寧に準備を行ったはずでも、思いがけず児童生徒のケガにつながってしまう事

例があります。また、毎年この時期になると、硫化水素の発生実験での事故が少なからずあります。 

理科実験はサイエンスショーとは別物です。児童生徒の興味関心を引き付けるパフォーマンスと

して教師が必要以上の水素を集めて爆発させたり、児童生徒に生き生きと活動させたいという思い

から薬品を使う実験等を自由に行わせたりしたことで、児童生徒や教師自身がけがをしてしまって

は、本末転倒と言わざるを得ません。資質・能力を身に付けさせるために本当に必要な活動なのか、

目の行き届きにくい場面を想定して事前に対策を練っているか、使用する教材や教具は適切なのか、

活動上の安全点検は大丈夫かなどを、今一度ご確認いただきたいと思います。 

児童生徒が安心して実験に取り組めるようにするために、「理科実験セルフチェック」を用いて改

めて確認してみませんか。 

 

 

＜前日まで＞ 

☐ 児童生徒の実態にあわせて、活動の自由度を判断して授業計画を立てている。 

☐ 前日までに予備実験を必ず行っている。 

☐ 毎日理科室の点検を行っている。 

…ガスの元栓が閉まっているか、水盤の中にマッチの燃えさしやカバーガラスなどの実験

の残骸がそのままになっていないか等を確認する。 
 

＜実験当日＞ 

☐ 実験道具や薬品を児童生徒にどのように扱わせるか根拠をもとに活動を決めている。 

 …書籍からの知識に加えて、予備実験で得た情報を安全面の根拠とする。 

☐ 児童生徒が理科室に入室してから退室するまでの動きを順を追ってイメージできる。 
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＜実験当日＞ 

☐ 全体への安全指導を計画的に行っている。 

・危険回避の意識をもたせている。 

・使用する器具や薬品の危険性や特性を理解させている。 

・やけどや、薬品の付着の際の行動を具体的に指示し、やってみせている。 

・薬品を各実験テーブルに持って移動する際の注意点と動線を確認させている。 

☐ 教師が適切な濃度に薬品を調整している。 

☐ 各班が実験で必要とする以上の余分な量の薬品や消耗品を渡さないようにしている。 

・マッチの箱には班の番号を記入し、中身も必要な本数のみ渡している。 

・予備実験で、反応に必要な濃度と量を確認した薬品を児童生徒に渡している。 

☐ 観察、実験場面での机間指導の際は、特定の班にとどまり過ぎず、学級全体の児童生徒

の動きが常に視界に入っている。  

☐ 薬品や火を使う実験は必ず立って実験を行わせている。 

 …万一に備え、すぐに離れることができるように椅子もテーブルの下に入れさせる。 

☐ 薬品を扱ったり、加熱をしたりする際は、実験用ゴーグルを使用させている。 

☐ 気体の発生実験では十分に換気を行い、直接気体を嗅がず、あおぐなどしてにおいを確

認させている。 

☐ 実験の際は急がせることはせず、児童生徒が焦ってしまうことでリスクが高まらないよ

う、ゆとりのある時間で実験をさせている。 

☐ どんな小さな事故であっても、必ず報告させるよう徹底している。   

 

＜授業後の安全確保や、次回以降の授業規律のために＞ 

☐ 実験後は、実験テーブルの水拭きが終わり、全ての班の器具や番号を振った消耗品が戻

っていることが確認できるまで解散させないようにしている。 
 

＜上越教育事務所の要請訪問をご活用ください＞  

 上越教育事務所では、学校のお困りごとに出張対応をしています。「理科の実験について不安

がある」「安全で楽しいネタがなくて困っている」「薬品の準備や処理方法に心配がある」「授業

構想について相談したい」「指導案作成に不安がある」等、理科教育に関するどのようなことで

も、上越教育事務所 学校支援第２課(TEL ０２５－５２６－９３７５)へお気軽にお電話ください。 


